







Recently, many universities have been practicing Active Learning, a term used here to mean any of a 
variety of strategies or pedagogical projects designed to place the primary responsibility for creating 
and/or applying knowledge on the shoulders of students. Problem-Based Learning is a student-
centered pedagogy in which students learn about a subject in the context of complex, multifaceted, 
and realistic problems. The aim of this paper is to introduce courses making use of Problem-Based 





































　三重大学では 1997年から PBLが導入されている。現在の三重大学における PBLの主な
授業タイプは，❶問題提示型 PBL（事例シナリオ活用を含む），❷問題自己設定型 PBL，❸












（ 4）【1】【2】の概要は，2011年 3月 10日に三重大学高等教育創造開発センターで実施したヒアリングに
基づくものである。ご多忙のなか快く調査にご協力いただいた寺川史朗（三重大学人文学部教授）および
長澤多代（三重大学高等教育創造開発センター准教授）に感謝申し上げる。
（ 5）『三重大学版　Problem-Based Learningの手引き―多様な PBLの展開』三重大学高等教育創造開発セン
ター，2011年，6－ 7頁。




















































　本セミナーには，1週間に 2コマの講義が設けられており，金曜日 3－ 4限（10時 30

















　本セミナーの受講者数は 26名であり，学部別内訳は人文学部 21名（うち文化学科 2名，
和歌山大学経済学会『研究年報』第15号（2011年）
－ 145 －














































































































































　― 4年間の実践から」『和歌山大学生涯学習教育研究センター年報』第 9号，2011年，49－ 52頁。
河合塾編『初年次教育でなぜ学生が成長するのか　全国調査からみえてきたこと』東信堂，2010年。
大曽根寛編『生涯学習ノート』放送大学大曽根寛研究室生涯学習ノート試案作成共同研究チーム，
2011年。
『三重大学版　Problem-Based Learningの手引き―多様な PBLの展開』三重大学高等教育創造開発セ
ンター，2011年。
（11）なお「私の学びのデザインシート」は，2011年度から web化された。
（12）前掲注 2文献における関西福祉大学の振り返りシートや岩手県立大学の例を参照。また通信制大学で
ある放送大学では，教養学部大曽根寛研究室において 2011年 5月に『生涯学習ノート』が作成され，研
究の方法，到達目標，研究能力のチェックが行えるようになっている。これは通信制大学という特性上「学
びの過程」を学生自身が把握する必要性から作成されたものである。また筆者自身は，学生においても社
会人においてもこの振り返りと相互学習をどのように行うかで研究能力の飛躍的な向上や効果があると考
えている。これについては，金川めぐみ「地域福祉の理論と実践をつなぐ生涯学習装置としてのマナビィ
スト支援セミナー　― 4年間の実践から」『和歌山大学生涯学習教育研究センター年報』第 9号，2011年，
49－ 52頁を参照。
